
福岡県ゆとりある住まいづくり協議会研修等助成制度要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、県民のゆとりある住生活の向上に資することを目的に、福岡県ゆとりある住ま

いづくり協議会（以下「住まい協」という。）の会員が実施する、住まいづくりに関する研修会・勉強会

等（以下「研修会等」という。）に対し助成を行うことについて、必要な事項を定めるものとする。 

 

（助成対象事業） 

第２条 助成対象事業は、住まい協会員が主催する、住まいづくりに関連した研修会等で、次の各号

のすべてに該当するものとする。 

一 研修会等の参加者が１０人以上であること 

二 当該研修会等について、他機関からの助成を受けていないもの又は受ける予定のないもの 

三 参加者から参加費等を徴収しないもの 

四 当該年度内に終了するもの 

 

（助成対象経費） 

第３条 助成対象経費は、実施に必要な直接経費（会場使用料、講師謝金、旅費、印刷費、消耗品

費、設備機器リース料等）とする。ただし、備品等の購入費は含まないものとする。 

 

第４条 助成金額は、１件につき２０万円を上限とする。ただし、次の各号の範囲内とする。 

一 講師謝金については、１時間当たり６千円を限度とする。 

二 助成金額が１０万円を超える場合は、参加者１人当たり１万円を限度とする。 

三 助成金の額は、当該年度予算の範囲内とする。 

 

（助成金の交付申請） 

第５条 助成金の申請をしようとする者は、研修会等助成申請書（様式第１号）及び予算内訳書（様

式第２号）を研修会等開催前までに住まい協会長に提出しなければならない。 

 

（助成決定） 

第６条 住まい協会長は、前条による申請を受けたときは、その内容を審査し適当と認めた場合、助

成を決定し、申請者に対して助成決定通知書（様式第３号）を通知するものとする。 

 

（実績報告書及び助成金請求書の提出） 

第７条 助成決定を受けた者は、研修会等終了の日から３０日以内、または当該年度の６月３０日の

いずれか早い日までに研修会等実績報告書兼助成金請求書（様式４号）に研修会等決算報告書（様

式第５号）及び証拠書類を添えて住まい協会長に提出しなければならない。 

 

（助成金の交付） 

第８条 住まい協会長は、助成決定者から前条により提出を受けたときは、書類の審査を行い、その

成果が助成決定の内容及びこれに付した条件に適合すると認めた場合は、助成決定者に対し助成

金を交付するものとする。 

 



（助成の取消し） 

第９条 住まい協会長は、助成決定者が次の各号のいずれかに該当するときは、助成決定を取り消

すことができる。 

 一 偽りその他不正の手段により、この助成金の交付等を受けたとき。 

 二 助成決定の内容又はこれに付した条件その他関係法令若しくは助成決定に基づく命令に違反

したとき。 

 三 助成研修会等の中止、又は当該年度内に実施できない等の理由により、助成研修等実施者か

ら助成研修会等取り下げ申請書（様式６号）の提出があった場合。 

２ すまい協会長は、前項に該当又は申請があった場合、助成決定者に対し、助成決定の取り消しを

書面（様式７号）により通知する。 

 

（助成金の返還） 

第１０条 住まい協会長は、前条の規定により助成決定を取り消した場合において、既に助成金が交

付されているときは、期限を定めてその返還を命ずるものとする。 

 

（その他） 

第１１条 助成研修会等は、住まい協との共催としなければならない。 

２ 助成研修会等の内容及び成果については、住まい協ホームページ等で公開できるものとする。 

３ 助成研修会等の開催に係る事故等に対して、住まい協は一切の責任を負わないものとする。 

 

（雑則） 

第１２条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附則 

この要綱は、平成２６年８月５日から施行する。 

 

附則 

この要綱は、平成２８年８月８日から施行する。 

 

附則 

この要綱は、令和２年８月２１日から施行する。 

 


